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束ツナ海陸棚堆積物に記録された

黄河の河道変遷と人為的影響

1.はじめに

斎藤文紀1)⑧池原

太平洋とアジア大陸の問に分布する縁辺海(縁海)

には,アムｰル川,黄河,揚子江,メコン川など世

界でも有数の大河川が流入している.中でも東シナ

海には,黄河と揚子江の2大河川が流入しており,

両河川が運ぶ水量は世界の河川が運ぶ合計の3%,

浮遊堆積物量は12%に達している(Mi11i㎜anand

Meade,1983).東シナ海の面積が全海洋の0.35%

しかないことを考えると,陸から海への物質輸送を

考察する上で東シナ海は重要かつ特殊た海域である

ことがわかる.過去においても東シナ海はこのよう

な役割を果たしてきたのであろうか.小論では東シ

ナ海の現在の堆積物収支と過去約4千年間の変遷

について述べる.最初に流路と土砂供給量の変化L

た黄河を中心に見てみよう.

研1)⑧片山

肇1)･松本英二2)⑧楊作升3)

2.黄河の流路変遷

黄河(亘uangheRiYer)は,全長5464kmの最後の

1/10地点付近,河口から約500k㎜の開封

(Kaifeng)付近で流路を山東半島(ShandongPenin-

Su1a)の北や南に変化してきた(第エ図).黄河が現

在のように山東半島の北側の渤海(BohaiSea)へ流

入したのは1855年からであり,それ以前は山東半

島の南側の江蘇地区(Jiangsu)に河口があり,黄海

(Ye11owSea)に直接流入していた.過去4千年間

の流路変更は,大きく4つの時期にまとめること

ができる.紀元前2278年から西暦1128年は渤海へ,

1128年から1546年は主として黄海だが渤海と黄海

の両方へ,1546年から1855年は黄海へ,1855年か

ら現在までは再度渤海へ流れている(Shen,1979;

李,1991;成,1991).1ユ28一ユ546年間について

は,黄海のみに流入していた(RenandShi,1986)

とする見方もある.1855年以降も黄河は流路を変

化させつつ大規模た三角州を渤海に形成している1

現在の河道になったのは1976年以降である.

3.黄河の堆積物運搬量

黄河の堆積物運搬量は,過去40年間の平均で年

間約1×109トンに達し,世界第2位の土砂供給量
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第1図BC2278年から現在までの黄河の河道変遷図.

Shen(1979),成(1991),ほかをもとに作成.
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を誇っている.年間の運搬量は,年によって変動が

激しく,1950年から1989年までの40年間の最低で

1x108トン,最高で21x108トンと約20倍もの差が

ある.しかし,堆積物の運搬はほぼ毎年7月から

10月に最高値を示し,7月から10月の間に年間総量

の約85%を運搬している.40年間の月毎の平均で

は1月が最低で,8月が最高となり,両者は約85倍

の開きがある(斎藤･楊,1994).

黄河の堆積物運搬量は,過去1万年を通じて現

在の規模で安定していたわけではない.紀元前200

年には黄河は大河(Dahe)と浮ぼれ,水清き河で下

流域でも洪水が少淀かったとされている.堆積物の

運搬量も現在の1/10の1x108トン程度であったこ

とが過去1万年間に堆積した堆積物の総量から推

量されている(第2図;Mi11imaneta1.,1987).現

在黄河は多量の堆積物を運搬しているが,その大半

は黄土地帯からもたらされている.黄土地帯は紀元

前200年以前には自然の植生の森林を伴う草原

(woodedsteppe)であった(RenandShi,1986では

紀元前8世紀以前)が,農地化によって土砂流出

と侵食がおこなわれるようになり,黄河の堆積物運

搬量が増加したと推定されている.現在の約80%

にまで急増したのは,紀元前200年から西暦60年の

間と推定されている.黄土地帯は西暦60年頃一時

的に,北からの遊牧民(匂土)の侵入によって牧畜に

適するように再度草原化し,黄河も水清くなるが,

西暦600年以降は農地化され,土砂運搬量は再度増

加し,現在とほぼ同水準になった.この間に森林

牧草地帯は53%から3%にまで減少している

(WangandAubrey,1987).現在黄河は世界の河川

が運搬する浮遊堆積物総量の約8%を占めている

が,2-3千年以前は,1%にも及ばない河川であっ

た･この変化が黄土地帯の農地化によるものであ

り,人為的な結果であることは興味深い.
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4.東シナ海への堆積物供給量

4.1河川

現在,東シナ海へは黄河ヤ揚子江(Ya㎎tze)など

の大河川から大量の堆積物が流入している.第1

表に最新のデｰタを基にした東シナ海へ流入するお

もな河川の堆積物の運搬量を示す(斎藤･楊,

1993).縁辺海としての東シナ海は,北側より山東

1994年4月号

1万年前5千年前

第2図黄河の過去.1万年間の堆積物運搬量.

Mi11imaneta1.(1987)による.

半島と遼東半島(LiaodongPen.)間の渤海海峡より

奥の渤海,揚子江河口と済州島(ChejuIs.)を結ぶ

線までの黄海,それと台湾,南西諸島,薩南諸島ま

での東シナ海に分けられる1全体で面積は,

1,249×106km2,体積は0,235×106km3,最大水深

2719m,平均水深188mである(平成5年度理科年

表による).

流入する河川からの水量は年間1.3×103km3,浮

遊堆積物量は1.7×109トンである.世界の陸域から

河川を通じて海洋に運ばれる浮遊堆積物総量が,

13.5×109トン(Mi11imanandMeade,1983)または

20×109トン(Mi11imanandSWitski,1992)であるこ

とからから,流入する堆積物量は世界全体の8.5-

12.5%,または約1割にあたる.

4.2大気

東シナ海へはこの他に大気を通じて主に黄砂が供

給されている.渤海へは2.9-19×106トン,黄海へ

は3.6-33x106トン,東シナ海(狭義)へは5.6-85x

106トンと推量されている(Gaoeta1.,1992).合計

すると12-137×106トンどたり,河川からの供給量

の0.7-8%にあたる.なおこの見積は,長崎での年

間降下量(4トン/km2;金森ほか,1991)を東シナ

海全域にあてはめた量5×106トノよりかたり多い.

4.3その他

黄河の河口が山東半島の南から北へ1855年に変

ったことは先に述べたが,旧黄河河口は現在活発な

海岸侵食にさらされている.海岸線は1855年以降�
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第1表

東シナ海への河川流量と堆積物流入量.斎藤･楊(1993)による.個々の文献は同論文を参照.

渤海�流域面積���河川流量���浮遊堆積物運搬量���

�〶����で洳��〶瑯���

文献�M/M�C/Z�M/M�C/zw/A�S/Y�M/M�C/z�W/A�S/Y�

黄河�O.77�O.75�49�43.�49�40�1080�1115�1200�998

遼河�O.17�O.16�6�8.7�6�41�19�41��

簗河��0.05��些.9�垂.6��23�24��

大凌河�0.02�*�1�*�1�36�*�36��

海河***�0105�*�2�*�2�81�*�81��

その他��O.38��23.5���53���

合計��1.34��80.1���1209���

黄海�流域面積���河川流量��浮遊堆積物運搬量�����

�10石km2���10gm3��106tons�����

文献�Sch.��W/A�C/K�Sch.�C/Z�W/A�C/K�Sch.��

鴨緑江�O.061��28�35�25�4.8�2.0����

南漢江�O.026���19�25������

錦江�0.010���7�5�5.6�1.3����

その他�����31**������

合計�����56**������

東シナ海�流域面積���河川流量��浮遊堆積物運搬量�����

�〶����杭㌉�〶瑯����

文献�M/M�C/Z�M/M�W/AC/ZX/L�M/M�W/AC/ZCai�X/L����

揚子江�1.94�1.81�900�930�932�924�478�490�461�480�468

銭塘江��0.04��34�*�4�*�*���

みん江��O.06��62�*�8�*�*���

その他��0.13��ユ42�187�158�20�35���

合計��2.04��1170�1111�631�500�503���

C/K:Chough&Kim(1981),Cai:Cai(1982),M/M:Miniman&Meade(1983),sch･:Schube1eta1･(1984),c/z:chen&zhao(1985),

W/A:Wang&Aubrey(1987),X/L:X{e&Li(1987),S/Y:Saito&Ya㎎(1993)

注:･その他に含まれる.**朝鮮半島からの河川の流量は含まない.

***1958年に天津の港に堆積する土砂を防ぐために河口にダムが建設され,このダムによって,翼在は海河からの供給は全くない.

最大で約10km後退し,1400km2の陸域カミ侵食消

失している(WangandAubrey,1987).海岸線の平

均後退速度は年80mに達する(林,1989).1855年

から1962年までの約100年間に4.4x1010m3の旧黄

河三角州堆積物が洗掘侵食されている(虞ほか,

1986).年平均にすると4.4×108m3,約5x108ト

ンの堆積物が侵食され再移動していることになる.

侵食によって生成したこれらの堆積物は沿岸流によ

って北の海州湾沿岸や南部の江蘇沿岸へ運ばれてい

る一時に南方への運搬が顕著で南部では1855年以

降海岸線が大きく前進している.張(1984)による

海岸線の変遷図ではその面積は1890年から1980年

の90年間に南都の加東(Rudong)までで約840km2

に達しており,年平均で約10km2の増加となる(同

様にLiuandXia(1986)では,年間約20㎞2とた

る).堆積層の厚さを15mとすると年間1.5-3.Ox

108m3(1.8-3.6×108トン)の堆積量とたる1沿岸侵

食された堆積物の36%から72%,約半分が沿岸域

に再度堆積している.これらの堆積物は更に南方の

揚子江の沖合まで沿岸域に沿って運搬されているこ

とが,堆積物の鉱物組成から確認されている.黄河

系の堆積物は方解石を含むことから識別が可能であ

る(Mi11imaneta1.,1985a).揚子江河口域の年間堆

積量は4.6x108トンでその内8%,0.37x108トンが

旧黄河三角州起源と推定されている(林,1989).

以上を総計すると旧黄河三角州の侵食によって生成
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第3図

東シナ海の底質図.中央粒径

値による区分.

斎藤･楊(ユ993)による.鱒印

は黄海から東シナ海において

採取した柱状試料のうち1m

以内の深度で1万年以上の年

代値が得られている地点.○

と△は,方解石の含有の有無

から識別された黄河系(○)と

揚子江系(△)の堆積物の区別

(Mi11imanetaI.,1985aによ

る).

した堆積物のうち,沿岸流によって岸沿いに運ばれ

堆積している量は,2.2-4.Ox108トノとなる(第2

表)･さて残りの1.0-2.8x108トンはどこへ運ぼれ

たのだろうか.沿岸域の次は,沖合の東シナ海の海

域の堆積物を見てみまう.

5.東シナ海の堆積物

5.1底質分布

第3図に東シナ海の堆積物の中央粒径値による

区分の底質図を示す､黄河や揚子江など現在流入し

ている河川からは多量の細粒浮遊堆積物が供給され

ている｡流入する浮遊堆積物の河口での平均粒径

は,黄河が20-40μm,揚子江が2一ユ6μ,朝鮮半島

の錦江(KeumRiver)が2μmと,シルトから粘土

サイズである(Schube1eta1｡,1984).運ばれる堆積

物全体でみると揚子江の方が黄河よりも粗い.粗粒

なベッドロｰドによって運ばれる粒子は,河口･沿

1994年4月号

岸域にほとんど堆積してしまうので,沖合に運搬さ

れる粒子は細粒な浮遊堆積物となる.現在河川から

もたらされるこれらの浮遊堆積物は東シナ海の底質

分布からもその移動経路を読み取ることができる.

黄河から供給される細粒堆積物は,渤海を経て,山

東半島を取り巻くように東に運搬され,山東半島を

越えたところで黄海に水中三角州を形成しつつ南下

し,済州島(ChejuIs.)の南方域にまで達している

(Mi1エimaneta1.,1987;A1exandereta1.,1991).朝

鮮半島に由来する堆積物は,河口にそのほとんどが

堆積し,一都は黄海に張り出しが認められる.揚子

江起源の堆積物は海岸線に沿って南下し,沿岸域に

帯状の分布域を形成している.これらの堆積物の違

いは,鉱物組成から,黄河系は方解石を含有するこ

と(Mi11imaneta1.,1985a)から,朝鮮半島系はスメ

クタイトの含有量が少ないこと(ParkandKhim,

1992)から識別されている.

揚子江河口と済州島の間の内側陸棚では,潮流の�
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第4図渤海,黄海,東シナ海の堆積速度図.

DeMastereta1.(1985),杜ほか(1990),李ほか

(199ユ),拙exanderetaL(1991)から作成.堆積

速度はm㎜/yr.斎藤･楊(1994)より.

影響が底質に及んでおり,メガリップルやサンドウ

エｰブが認められる砂質な堆積物となっている一

(But㎝koeta1.,1985).揚子江沖の内側陸棚から東

シナ海の中南部に広がる砂質堆積物の分布域では,

表層から1m以内で1万年以上前の年代を示す貝

が採取されており(第3図の⑩;たとえば沈,

1985),最終氷期の低海水準期に堆積した(Niino

andEmery,1961;沈,1985)またはその後の海水

準上昇期に堆積した(Suk,1989)堆積物と推定され

ている.

5.2堆積速度と堆積量

第4図に鉛210法などによって測定された過去約

100年間の黄海と東シナ海の堆積速度分布図を示す

(斎藤･楊,1994).鉛210法などによる測定が可能

な堆積速度が年0.数mm以上の地域は,ぽぽ泥質

堆積物の分布域(第3図参照)と一致している.完

新世の堆積物の層厚分布図でもこれらの堆積域は,

沿岸域では数10m,中都から外側陸棚では最大で

第2表黄河と旧黄河河口域江蘇地区から供給され

る堆積物の堆積域と堆積量.

黄河(利得における堆積物運搬量:年間10億トン)

1.陸域部分(利律から河口まで)

2.沿岸域(海岸線から30km以内)

3.沖合

渤海

黄海

東シナ海

江蘇地区の沿岸侵食(年間5億トン)

2-3億トン

4-5億トン

3億トン

1.3億トン

1.7慮トン

0.1億トン以下

1.沿岸域

江蘇地区沿岸域

揚子江河口域

2.沖合

黄海中都

東シナ海(陸棚域)

東シナ海(斜面/沖縄トラフ)

2.2-4.0億トン

1.8-3.6億トン

O.37億トン

1.8f慧トン十x

1.3億トン

O.5億トン

�

も数m程度の堆積量とたっている(Mi11imaneta1.,

1987;斎藤･池原,1992を参照).

黄河が運ぶ浮遊堆積物10x108トン/年のうち,

その70-80%が三角州地帯から沿岸域で堆積する

(たとえば,Bomho1deta1.,1986;PangandSi,

1980;斎藤･楊,1994).さらに渤海内で10-15%

が堆積し,残りの15-20%が黄海･東シナ海へ運ば

れる量である(斎藤･楊,1994;第2表).

第4図に示した山東半島の南から済州島の南に

延びる黄河起源と推定される堆積物の総量は,

3.4×108トンとなり,現在の黄河から供給される量

よりも多い.黄海の堆積速度分布を詳細に見ると,

西側に堆積速度の大きい地域があり南東方向に減少

している.このことから黄海の西側からの堆積物供

給が予想され,旧黄河河口域の江蘇地区からの堆積

物供給が推定される.一方,山東半島先端部から南

方へ延びる水中三角州の底置面では堆積速度は0.3

mm/yと小さくなっていることから,現存の黄河

起源の堆積物の影響はかなり小さいことが予想され

る.底置面における堆積速度のうち旧黄河河口から

の影響の少ない地点の堆積速度を用いて,山東半島

の南方に分布する現在の黄河から直接由来すると考

えられる堆積物の総量を計算すると,1.6×108トン

となり(A1exandereta1.,1991),渤海,黄海北部の

地質ニュｰス476号�
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堆積量とあわせると約3×108トンとなる.この量

が沿岸域を越えて沖合に運搬される量とほぼ一致す

る(斎藤･楊,1994)ことから,黄河起源の堆積物

は黄海から東シナ海の陸棚上に泥質堆積物として沈

積し,陸棚外縁を越えではほとんど運搬されていな

いことが予想される.

この地域の堆積総量からこの量を差し引いた

1.8×108トンは,旧黄河河口域において侵食によっ

て生じる堆積物の量のうち沿岸域に堆積した量を差

し引いた残りの1.0-2.8×108トンの範囲内であり,

これらの堆積物が旧黄河河口域から供給されている

ことと矛盾しない.

済州島南都に分布する泥質堆積物については,泥

質堆積物分布域の中央での堆積速度が2.9mm/yr,

現在の黄河に由来する堆積物の堆積速度を山東半島

南部の水中三角州の底置面南部の値の0.3mm/皿

(0.029/cm2/yr)とすると,約9割が旧黄河河口域

に由来する堆積物と推定される.黄河の影響は黄海

中北部までは強く及んでいるが,黄海南都から東シ

ナ海(狭義)では,旧黄河河口域の海岸･沿岸侵食に

よって生産される堆積物が最も影響を及ぼしている

ようだ.その一部は陸棚を越えてより沖合に運搬さ

れているかもしれない.

一方,2大河川のひとつの揚子江はどうだろう

か.揚子江が東シナ海へ運搬する浮遊堆積物総量は,

4.6-4.8x108トン/年に達するが,そのほとんどが

河口･沿岸域から南方の沿岸域に堆積しており,東

シナ海中央への供給はかなり少ない.揚子江が運搬

する浮遊堆積物は,河口･沿岸域に2.0x108トン,

河口前面の泥質堆積物分布域に1.5×108トン,南方

の沿岸域に1.5x108トン(Mi11imaneta1.,1985b),

また,河口沿岸域に4.3×108トン(林,1989)と推定

されている.南方の沿岸に沿う泥質堆積物について

は,主たる起源は揚子江ではなくこの地域の小河川

に由来する(察,1982)とする考え方もある.東シ

ナ海中央部への揚子江起源の堆積物の影響は小さい

ようだ.

6.堆積物に記録された黄河の河口変遷と人

為的影響

以上見てきたように現在の東シナ海中央都にもっ

とも影響を与えているのは,1855年の河道変化に

1994年4月号

よって現在侵食が盛んな旧黄河河口域からの堆積物

であることがわかった.それでは過去の東シナ海は

どうだったのだろうか.黄河の堆積物運搬量は

2000-2500年前に急増したが,それ以前の東シナ海

はどういう状況だったのだろうか.過去に遡ってみ

よう.

過去の記録は,現在供給される泥質堆積物が陸棚

上や沖縄トラフに堆積しているように,過去に堆積

した堆積物を調べることによってわかるはずであ

る.

1993年10月25目から11月3日にかけて海洋科学

技術センタｰの調査船rかいよう｣による東シナ海

での調査航海が行われた.航海は科学技術振興調整

費の課題｢縁辺海における物質循環機構の解明に関

する国際共同研究(MASFLEX計画)｣の第2次航

海第3レクで,参画している国立研,海洋科学技

術センタｰ,大学などの共同調査航海として実施さ

れた.

採取した堆積物のなかで済州島南方の泥質堆積物

の分布域のほぼ中央のB-8地点(第3図;北緯

31,301東経1260001,水深70m)で採取した柱状試料

には1855年に起こった黄河河道の南から北へ変化

が記録されていた.採取した柱状試料231cmは,

約40cmの深度を境ビ上部は細かくシルト質粘土

で,下部は粗く粘土質シルトからなり,両者の境界

は明瞭であった.色調は,両者とも灰オリｰブ色だ

が,上部の方が明るく褐色がかっており,堆積物湿

潤密度が小さい.同地点の近傍(31.45'N,

126.00'E,73m)の堆積速度2.9mm/yr(DeMaster

eta1.,1985;第4図)を用いると40cmの深度の境

界は138年前となる.1993年の138年前は何と1855

年,河道が変化した年と一致する.

1128年から1855年まで黄河河1コは,主として山

東半島の南の江蘇に位置していた.現在の海洋環境

で済州島の南方へ最も影響を与えているのが旧黄河

河口の江蘇であるならば,1855年以前は江蘇に河

口をもつ黄河の影響は現在よりも大きかったはずで

ある.現在旧黄河河口域で生産される堆積物の量は

5x108トン/年,1855年以前に江蘇に黄河河口があ

ればその約2倍の10×108トン/年の堆積物が黄河

からここに供給されることになる(第5図C).第

5図は過去約4千年間の黄河と揚子江に起因する東

シナ海への堆積物流入に関して,供給源の位置と量�
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とを模式的に示したものである.矢印の太さは影響

力の大きさを示し,○の中の数字は海域に供給する

堆積物量を示す(単位は億トン/年).

黄河河口カミ江蘇にあった時,三角州から沿岸域に

堆積していた量はどの程度だったのだろうか.

1500-1600年以降,三角州は急速に陸域を拡大して

いたことが古地理図から解析されており,年間の陸

域の拡大速度は,15km2(張,1984)から24km2(李,

1991)であった.張の古地理図から筆者が計算した

結果では,25km2となった.黄河三角州堆積物は

水深約20mにまで及んでいるので,厚さを20m,

密度を1.2t/m3とすると年間の堆積量は,3.6-

6.0x108トンとなる.つまりこの時期,黄河の運搬

量のうち,36-60%が沿岸域に堆積し,沖合への輸

送量は4.0-6.4×108トンとなる.現在この地域から

沖合に輸送される量1.0-2.8×108トンの約2-4倍も

になる.

1128年から1500-1600年剛こついての江蘇地区の

海岸線の前進速度は遅く,3-5km2/年(張,1984;

李,1991)である.しかし,1128年以前の前進速度

1km2/年(張,1984)よりも数倍大きいことから,黄

河はこの間にも当地域に流入していたようである.

李(1991)の1578-1855年間の平均陸域拡大速度を用

いて黄河の江蘇地区への流入を陸域面積から遡ると,

1483年とたる.また張(1984)の古地理図からだと

1385-1424年となる.黄河は,1546年以降は当地区

に流入していたことは確かだが,1128-1546年間に

ついては,河道が確定せず,黄海,黄海と渤海の両

方に流入していたと推定されている.堆積量から見

積る限り,この間の419年間のうち,江蘇地区へは

60-160年分程度は間違いなく同地区に流入してい

たようだ.

1855年以前の黄河の変遷は海域で採取した堆積

物に記録されているのだろうか.B-8で採取した

柱状試料の下部は上部に比べて粒度が粗いことか

ら,現在よりも黄河の影響を強く受けていたことが

わかる.また柱状試料の最下部231cmまで,堆積

相の変化が無かったことから,黄河が江蘇地区に流

入していた時期の堆積物と考えられる.安定して江

蘇地区へ流入し始めた年代を最も古く見積もって

1385年とすると,この間の堆積速度は4.1mm/yr

となる.また1546年だと6.2mm/yrとなる.堆積

相の変化する層準はさらに深いことが予想され,ま
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第5図東シナ海への堆積物供給の変遷図｡矢印の大き

さは運搬量の相対的な量を示す.○の中の数字

は堆積物の供給量を示す.単位は億トン/年.

た堆積期間は最大で見積もっていることから,実際

の堆積速度はさらに大きくたることになる.1855

年以降の現在までの堆積速度が2.9mm/皿である

ことから,約1400年から1855年間の堆積速度は,

その約1.5-2倍以上となる(第5図C).この推量

は,沖合への堆積物供給量が約2-4倍になってい

ることとも矛盾しない.

次に黄河が江蘇地区へ流入する以前は,どうだっ

たのだろうか.江蘇地区へ流入する以前は,第5

図のA,Bの時期である.

現在の黄河から東シナ海(狭義)へ流入する堆積物

量は,旧黄河地域の侵食によって供給される堆積物

よりもかなり少ないことを示した.その量は済州島

の南部の泥質堆積物分布域では,堆積物の約1/10

である.黄河が江蘇地区へ流入する以前は,江蘇地

区の海岸線の変化はわずかに前進がみとめられる程

度である.このことから紀元前200年から1400年ま

での時期の東シナ海への堆積物流入は,渤海に流入

する黄河が中心で,済州島南部ではその量は上述し

たように現在の堆積速度の1/10の最大で0.3mm/

地質ニュｰス476号�
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yr程度が予想される(第5図B).この値を用いる

と,紀元前200年から1400年までの堆積量は最大で

約50cmとなる.また更に古く遡って,黄河の堆積

物運搬量が現在の1/10の時の紀元前200年以前は,

さらにその1/10,現在の1/100の0.03mm/yrであ

ったことが予想される(第5図A).現在の海況が

形成された6000年前から紀元前200年前までに堆積

する量は,最大で11cmとなる.

黄河が江蘇地区に流入していた時期の堆積速度を

現在の2倍として,過去6000年間の堆積量を見積

ると,現在から1855年までが40cm,1855年から

1400年が264cm,1400年から紀元前200年が46

cm,紀元前200年から6000年前が11cmとなる.

層厚で361cmとなり,それぞれに占める割合は,

11%',73%,13%',3%となる.

過去6000年間のこのような変遷も堆積物に記録

されているはずである.6000年前の堆積物にまで

達する長い柱状試料は今のところ採取できていない

が,堆積層の厚さからある程度は推定することがで

きる｡済州島南部の泥質堆積物は,同地域に見られ

る環流(井上,1975;Hu,1984;Zhueta1.,1990)に

起因すると考えられている.この付近の陸棚ではこ

の泥層の下位に砂質な堆積物が分布しており(王･

注,1980),泥質な堆積物はこの上に地形的な高ま

りをつくっている.地形的な高まりは環流の中心で

高く,この地形変化から読み取れる堆積層の厚さは

最大で260-300cmであり(SunandZhang,1983;

ZhuetaL,1990),泥質堆積物の中心部において

290cmで砂質堆積物に達している(SunandZhang,

1983)一また,.過去1万年間の地層の厚さとしては

音波探査によって泥質堆積物の中心で2-5mとな

っている(東経126線上;Mi11imaneta1.,1987).

これらの値は上記の推定値とほぼ同程度の層厚とな

っていることから,済州島の南部に泥質堆積物が厚

く堆積し始めたのは,黄河が江蘇地区に流入して以

降であり,黄河の流路変遷や堆積物運搬量の変化が

泥質堆積物に記録されている可能性は高い.

7.おわりに

黄河の流路変更や運搬堆積物量の変化は東シナ海

の物質収支に大きな影響を及ぼしている.この影響

は陸棚だけではなく,当然陸棚縁を越えて沖縄トラ

1994年4月号

フにまで及んでいる可能性がある.沖縄トラフの堆

積速度としては,6300年前に降灰したアカボヤ火

山灰層を用いて,この間の平均堆積速度として,数

㎝ユから50cmが報告されている(斎藤･池原,

1992;斎藤･楊,1993)が,完新世を通じて中都か

ら北部の沖縄トラフでは黄河の影響を強く受けてい

ることが予想される.沖縄トラフでの堆積量は

6000年間の平均堆積速度を用いれば,現在の東シ

ナ海の物質収支では1%程度しか寄与しない(斎藤

･楊,1993).しかし現在の堆積速度と6000年間の

平均堆積速度では済州島の南部の陸棚点では5倍

もの開きがあることから,現在の堆積速度をもとに

再検討する必要があるだろう.また逆に沖縄トラフ

において詳細な堆積速度変化史が明らかになれば,

黄河の河道変遷や運搬堆積物量の変化を読み取るこ

とも可能である.大河,黄河の歴史が沖縄トラフの

堆積物に記録されている可能性は高い.

謝辞:r縁辺海における物質循環機構の解明に･関す

る国際共同研究｣の第2次航海(K93-05一皿)では,

海洋科学技術センタｰの田中武男氏を代表とする乗

船研究者の方々,また兵頭博船長をはじめとする

｢かいよう｣の乗組員の方々にはお世話になった.

以上の方次に記してお礼申し上げる.本研究の黄河

の概説については日中共同研究計画r東海における

物質循環機構の解明に関する共同調査計画｣の中で

行われた.
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